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(論文内容の要旨)

計算機ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境の爆発的な普及は大規模な情報を利用する機会を増加させ､効果

的な情報ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ手法への要求が高まっている｡情報のﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ時には対象となる

情報の仝体構造と注目部分の詳細な内容が同時に把握できることが望ましい｡しかし､ -般

的な計算機環境ではこれらを同時に把握することは難しい｡そこで､本論文では情報の全体

構造と注目部分の詳細な内容の同時把撞を可能にする情報作業空間の構築を目指して､ 3次

元ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽを用いた情報の視覚化手法と拡張現実感による情報提示空間の拡大

手法を提案している｡本論文は以下の5章から構成されている｡

第1章では､情報作業空間と情報のﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ手法について概観し､本研究の背景と

目的及び具体的なｱﾌﾟﾛ-ﾁについて述べている｡

第2章では､計算機でよく扱われる階層構造情報の視覚化手法を提案している｡情報の仝

体構造と注目部分の詳細な内容を同時に把撞できる視覚化手法として3次元視覚化が注目さ

れており､本論文では､まず､階層構造の3次元視覚化手法として知られているConeTree

について評価実験を通した検討を行ない､ﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ時に利用される階層内の順序情報の

表現が不十分であることを指摘している｡次に､この問題を解決するために､階層構造の各

階層を3次元の螺旋上に配置することにより順序を視覚化するSpiralTreeを提案している｡

また､比較実験により目標探索ﾀｽｸにおけるSpiralTreeの優位性を検証している｡

第3章では､情報提示空間の拡大手法について議論している｡従来は､情報作業空間を

CRT画面領域内への透視投影表示でﾕ-ｻﾞに提示することが多い｡しかし､提示される情報

が大規模になるとCRT画面領域内が繁雑になり､ﾕ-ｻﾞの理解を妨げる｡そこで､本論文

では拡張硯実感技術を用いて情報作業空間を提示する領域を拡大する手法を提案している｡

拡張硯実感技術とは現実環境と仮想環境を合成して提示する技術で､電子化された情報を仮

想物体として現実環境に重畳して提示することが可能となる｡提案手法はCRTの外側の領

域をHMDによる拡張現実環境でﾕ-ｻﾞに提示するというものである｡この重畳表示環境は

解像度の高いCRT領域とHMDによって提示される広い空間を同時に利用できるという利

点をもっており､評価実験によりその有効性を確認している｡しかし､ CRT領域とHMD領

域の間に位置ずれが生じるなど､拡張現実環境における位置整合性の間題に課題が残った｡

第4章では､この位置整合性の間題を解決するために､ HMDに取り付けられたｶﾒﾗで

撮影された実環境画像からｶﾒﾗの位置･姿勢情報を獲得することによる実環境と仮想環境

の位置合わせについて検討している｡本論文では､実環境中に設置された複数のｶﾗ-ﾏ-

ｶをｶﾒﾗで撮影し､画像内でのﾏ-ｶ位置から実時間でｶﾒﾗﾊﾟﾗﾒ-ﾀ(すなわち､視

点情報)を推走する手法を提案している｡提案手法によるｶﾒﾗﾊﾟﾗﾒ-ﾀ推走に基づくﾋﾞ

ﾃﾞｵｼ-ｽﾙ-型拡張現実環境を実際に構築し､実験を通して有効性を確認している｡

最後に第5章では､本研究の総括として､得られた成果に村する考察と今後の展望につ

いて述べている｡



大隈隆史

(論文審査結果の要旨)

本論文は､計算機のｲﾝﾀﾌｪ-ｽにおいて効果的な情報のﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞを可能にする情

報の視覚化手法と情報提示空間の拡大手法について述べている｡情報のﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ時には

対象となる情報の仝体構造と注目部分の詳細な内容が同時に把撞できることが望ましいが､

-般的な計算機環境ではこれらを同時に把撞することは難しい｡本論文では､この間題を解

決するために､ 3次元ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽを用いた情報の視覚化手法と拡張現実感による

情報提示空間の拡大手法を提案している｡本論文の成果は以下の3点に要約される｡

1.計算機でよく扱われる情報は階層構造を有していることが多く,階層構造の仝体と詳

細を同時に把握できる効果的な視覚化が重要な課題になっている｡ここでは､階層構造の3

次元視覚化手法として知られているCone Treeについて評価実験を通した検討を行ない､ﾌﾞ

ﾗｳｼﾞﾝｸﾞ時に利用される階層内の順序情報の表現が不十分であることを指摘し､階層構造

の各階層を3次元の螺旋上に配置することにより順序を視覚化するSpiral Treeを提案して

いる｡比較実験により目標探索ﾀｽｸにおけるSpiralTreeの優位性を検証している｡
2.通常のCRTを用いた情報作業空間の提示では､提示される情報が大規模になると

CRT画面領域内が繁雑になり､ﾕ-ｻﾞの理解を妨げるという間題がある｡そこで､拡張硯実

感の概念により情報作業空間を提示する領城を拡大する手法を提案している｡具体的には､

CRTの外側の領域をHMDに重畳表示することによって仝体構造の-覧性を高める｡この

重畳表示環境は解像度の高いCRT領域とHMDによって提示される広い空間を同時に利用

できるという利点をもっており､評価実験によりその有効性を確認している｡また､評価実

験を通して､課題として､ CRT領城とHMD領域の間に位置ずれが生じる位置整合性の間

題を指摘している｡

3.上記の位置整合性の問題を解決するために､ HMDに取り付けられたｶﾒﾗで撮影さ

れた実環境画像からｶﾒﾗの位置･姿勢情報を獲得することによる実環境と仮想環境の位置

合わせについて検討している｡本論文では､実環境中に設置された複数のｶﾗ-ﾏ-ｶをｶ

ﾒﾗで撮影し､画像内でのﾏ-ｶ位置から実時間でｶﾒﾗﾊﾟﾗﾒ-ﾀ(すなわち､視点情報)

を取得する手法を提案している｡提案手法によるｶﾒﾗﾊﾟﾗﾒ-ﾀ推定に基づくﾋﾞﾃﾞｵｼ-

ｽﾙ-型拡張現実環境を実際に構築し､実験を通して有効性を確認している｡

以上述べたように､本論文では､大規模情報のﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞにおける仝体構造と詳細の

同時把撞の間題に対して､ 3次元ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽと拡張現実感を援用した方式を提案

し､具体的なﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑの開発と評価実験を通して､提案手法の有効性を検証し

ている｡本研究は､ ｢大規模情報の効果的なﾌﾞﾗｳｼﾞﾝｸﾞ｣を実現するための支援手法に関す

る先駆的な研究として評価でき､学術､実用の両面での貢献を認めることができる｡なお､

本論文の主要部分に相当する内容は､学会論文誌1件､査読付国際会議2件として公表され

ている｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


